
友　　　　　　　　情（１）

発行責任者
武　田　康　郎

ＮＴＴ退職者の会岐阜 検索
ＮＴＴ労組退職者の会岐阜県支部協議会の

ＨＰ（ホームページ）を開設しました。 皆さんの身近な情報を掲載したいと思います。

第　100　号２０２０年１月１０日

さ
ま
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
穏
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
に
な
り
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
新
天
皇
が
即

位
を
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、

元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
平
成

の
時
代
を
振
り
返
っ
て
ま
ず
最

初
に
思
う
こ
と
は
、
「
多
く
の

自
然
災
害
に
苦
し
め
ら
れ
た
、

苦
難
の
時
代
で
あ
っ
た
」
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
平
成

７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
、
そ
し
て
平
成
23
年
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
が
象

徴
的
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も

数
多
く
の
地
震
や
台
風
、
集
中

豪
雨
な
ど
が
頻
発
し
、
日
本
列

島
の
あ
ち
こ
ち
に
大
き
な
傷
跡

を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は

福
島
の
原
発
事
故
の
よ
う
に
、

い
ま
だ
に
復
興
の
道
筋
が
見
え

な
い
と
い
う
厳
し
い
状
況
も

残
っ
て
い
ま
す
。
平
成
の
時
代

を
象
徴
す
る
出
来
事
の
二
つ
目

は
政
治
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
す
。

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
と
東
京
佐
川

急
便
事
件
が
代
表
的
な
も
の
で

す
が
、
こ
れ
以
外
に
も
「
消
え

た
年
金
記
録
問
題
」
な
ど
、

「
政
治
と
カ
ネ
」
に
関
す
る
事

件
や
公
務
員
倫
理
を
巡
る
不
祥

事
に
よ
っ
て
、
大
き
く
揺
れ
動

い
た
時
代
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
平
成
の
最
後
は
森

友
学
園
と
加
計
学
園
の
問
題
で

す
。
現
職
の
総
理
大
臣
や
そ
の

妻
の
関
与
が
疑
わ
れ
ま
し
た

が
、
結
局
国
民
の
疑
念
が
払
拭

さ
れ
な
い
ま
ま
闇
に
葬
ら
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
新
し
い
時
代
「
令

和
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

一
体
ど
ん
な
時
代
に
な
る
の
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
台
風

15
号
・
19
号
の
襲
来
に
よ
る
自

然
災
害
の
発
生
、
そ
し
て
「
桜

を
見
る
会
」
に
象
徴
さ
れ
る
政

治
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
い
う
相
変

わ
ら
ず
の
幕
開
け
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
結
局
歴
史
は
繰

り
返
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

歌
謡
曲
「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」
は
、
坂
本
九
が
歌
っ
て
大

ヒ
ッ
ト
し
た
昭
和
を
代
表
す
る

名
曲
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
最
近

に
な
っ
て
こ
の
歌
が
再
び
歌
わ

れ
始
め
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？
世
の
中
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
進
み
、
多
く
の
人
た
ち

が
自
分
の
過
去
を
振
り
返
っ
た

時
、
寂
し
か
っ
た
こ
と
や
辛

か
っ
た
こ
と
、
最
愛
の
人
を
失

く
し
た
こ
と
な
ど
が
思
い
出
さ

れ
て
、
思
わ
ず
こ
の
歌
を
口
ず

さ
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
す
。

　

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う　

涙

皆

が
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に　

泣
き

な
が
ら
歩
く　

一
人
ぼ
っ
ち
の

夜
〜
」
人
生
の
悲
哀
を
感
じ
さ

せ
る
な
ん
と
も
切
な
い
歌
詞
が

続
き
ま
す
。
繰
り
返
さ
れ
る
自

然
災
害
や
相
次
ぐ
政
治
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
に
、
私
た
ち
は
と
も
す

れ
ば
暗
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
「
上
を

向
い
て
歩
こ
う
」
は
、
私
た
ち

に
「
希
望
を
持
て
」
、
「
元
気

を
出
せ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
よ
う
に
私
に
は
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
皆
さ

ん
は
ど
の
よ

う
に
思
わ
れ

る
で
し
ょ
う

か
。

　

地
区
協
議
会
の
総
会
は
そ
れ

ぞ
れ
２
０
１
８
年
に
逝
去
さ
れ

た
会
員
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ

と
、
２
０
１
８
年
度
活
動
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報

告
お
よ
び
２
０
１
９
年
度
活
動

方
針
、
予
算
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
・
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
に
つ
い
て
は
、
幹
事
・

会
計
監
査
に
交
替
が
あ
り
ま
し

た
が
、
満
場
一
致
で
信
任
さ
れ

ま
し
た
。

岐
阜
：
10
月
15
日
（
火
）

　
　
　

ホ
テ
ル
パ
ー
ク　

85
名

西
濃
：
10
月
12
日
（
土
）

　
　
　

大
垣
市
北
地
区
セ
ン
タ

　
　
　

53
名

中
濃
：
10
月
26
日
（
土
）

　
　
　

緑
風
荘　

55
名

東
濃
：
10
月
25
日
（
金
）

　
　
　

恵
那
峡
・
湖
楽
園

　
　
　

45
名

飛
騨
：
10
月
23
日
（
水
）

　
　
　

ひ
だ
地
場
産
ビ
ル

　
　
　

63
名

険
・
須
田
東
海
支
店
長
、
組
織

内
議
員
・
松
野
瑞
穂
市
議
会
議

員
の
あ
い
さ
つ
、
祝
電
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
披
露
の
あ
と
、
２
０

１
８
年
度
活
動
報
告
、
２
０
１

９
年
度
活
動
方
針
、
２
０
１
８

年
度
会
計
報
告
、
監
査
報
告
お

よ
び
２
０
１
９
年
度
予
算
な
ど

が
提
案
さ
れ
満
場
一
致
で
承

認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
世
代
の
退
職
も

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
も
の
の
依
然

と
し
て
退
職
者
が
多
く
、
会
員

数
は
前
年
度
よ
り
24
名
増
え
て

２
，６
８
２
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
あ
り
が
と
う
」
施
策
で

は
、
３
３
２
名（
古
希
１
７
５

名
、喜
寿
１
２
３
名
、米
寿
34

名
）の
会
員
に
ギ
フ
ト
券
が
贈

ら
れ
、支
部
協
独
自
施
策
の〝
傘

　

総
会
は
、
飛
騨
地
区

協
議
会
・
山
口
会
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
は
じ

め
に
昨
年
度
逝
去
さ
れ

た
47
名
の
会
員
各
位
に

対
し
黙
祷
を
さ
さ
げ
、

ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
長
に
岐
阜

地
区
協
議
会
・
古
川
会

長
を
選
出
、
は
じ
め
に

武
田
会
長
、
続
い
て
Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
岐
阜
県
グ

ル
ー
プ
連
絡
会
・
岩
坂

会
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
来
賓
と
し
て
出

席
頂
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
岐
阜
支
店
・
西
垣
総

務
部
長
、
き
ら
ら
保

寿
の
お
祝
い
〞は
、
47
名
の
方

に
各
地
区
役
員
か
ら
お
祝
い
金

を
渡
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

役
員
に
つ
い
て
は
、
今
回
改

選
期
を
迎
え
ま
し
た
が
全
員
留

任
と
な
り
ま
し
た
。

　

役
員
表
彰
に
つ
い
て
は
、
役

員
経
験
５
年
以
上
の
６
名
の
方

が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
を
は
さ
み
午
後
か

ら
は
研
修
会
を
開
催
。
武
田
会

長
か
ら
「
２
０
１
９
年
度
の
課

題
」
と
題
し
、
我
々
に
と
っ
て

身
近
で
興
味
深
い
社
会
保
障
制

度
を
巡
る
議
論
の
「
年
金
・
医

療
・
介
護
の
状
況
」
や
「
国
家

財
政
」
・
「
憲
法
改
正
」
の
動

き
を
含
め
、
国
際
・
国
内
政

治
・
今
後
の
活
路
な
ど
の
話

を
、
鋭
く
・
熱
く
語
り
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

支
部
協
表
彰

【
永
年
勤
続
表
彰
】

　

佐
竹
芳
枝
さ
ん
（
西
濃
）

　

山
内
律
壽
さ
ん
（
中
濃
）

　

佐
藤
富
夫
さ
ん
（
中
濃
）

　

佐
藤
隆
一
さ
ん
（
中
濃
）

　

島
田
昭
彦
さ
ん
（
中
濃
）

　

水
野
明
子
さ
ん
（
東
濃
）

【
退
任
感
謝
】

　

北
洞
克
己
さ
ん
（
岐
阜
）

　

尾
関
辰
男
さ
ん
（
岐
阜
）

　

秋
山　

淳
さ
ん
（
西
濃
）

　

藤
塚
久
勝
さ
ん
（
西
濃
）

　

藪
下
勝
間
さ
ん
（
西
濃
）

　

松
原
幸
子
さ
ん
（
西
濃
）

　

加
藤
政
博
さ
ん
（
中
濃
）

　

坂　

泰
彦
さ
ん
（
東
濃
）

　

福
岡
省
三
さ
ん
（
東
濃
）

　

大
山
紀
代
さ
ん
（
東
濃
）

　

熊
崎　

進
さ
ん
（
東
濃
）

　

加
藤
壽
代
さ
ん
（
飛
騨
）

　

ま
た
、
中
央
協
議
会
の
永
年

役
員
表
彰
と
し
て
も
、
波
多
野

事
務
局
長
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

中
央
協
表
彰

【
永
年
勤
続
表
彰
】

　

波
多
野
俊
勝
さ
ん（
支
部
協
）

各
地
区
協
議
会
総
会
模
様

　昨今、多くの自然災害により、全国各地に甚大な
被害が発生しました。その際、会員の安否確認の困
難さが数多く報告されています。
　これを受けて、岐阜県支部協議会では、災害時
の一助となればと考え作成をお願いしました。
　未だ、３割近くの方が未提出の状況です。
　お手元にありましたら、お送りください。
　また、連絡先等に変更がある方は、ご連絡くださ
い。
＜問合せ先＞
　ＮＴＴ労組退職者の会　岐阜県支部協議会
　　　　波多野・小野　☎058-265-4041

再周知

「災害時緊急連絡票」
提出のお願い

上
を
向
い
て
歩
こ
う・・・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
岐
阜
県
支
部
協
議
会　
　

会
長
　
武
　
田
　
康
　
郎

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会「
第
２１
回
岐
阜
県
支
部
協
議
会
総
会
」

が
、１０
月
１１
日
に
岐
阜
市
内
の
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
岐
阜
に
お
い
て
、総
会

代
議
員
・
役
員
な
ど
８７
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第2１回岐阜県支部協議会総会

ご家族・友人・知人など、
多くの方に協力をお願いします。

同封の返信用封筒にて
1月20日㈪までに返送願います

第42回バス旅行

石山寺・渦潮見物と
洲本温泉の旅

2020年5月19日（火）～20日（水）

参加者の募集など詳細については、
次号「友情」101号(4月発行予定)にてお知らせします
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【
岐
阜
】岡
田　

郁
次　

村
瀬
金
五
郎

　
　
　

後
藤　

俊
宗　

玉
木　
　

学

米
　
寿（
88
歳
）

【
岐
阜
】神
谷　

治
男　

伊
藤
さ
か
ゑ

　
　
　

藤
谷　

初
枝　

岸　
　

道
彦

　
　
　

武
藤　

忠
二　

豊
吉　

隆
貞

【
西
濃
】石
原　

幸
雄

【
飛
騨
】大
下
喜
代
文

傘
　
寿（
80
歳
）

【
岐
阜
】村
山　
　

賢　

平
林　
　

譲

　
　
　

田
中　
　

亨　

櫻
木　

健
治

　
　
　

早
川
し
づ
子　

岸　
　

栄
治

【
西
濃
】渡
辺　

昭
彦　

栗
田　

孝
雄

　
　
　

川
瀬　

貞
枝

【
中
濃
】鈴
木　

雅
子　

大
竹　
　

実

　
　
　

岸　

恵
美
子　

木
村　

利
男

【
東
濃
】梶
田　

敏
夫　

切
石
あ
や
子

　
　
　

林　
　

幸
子　

安
江　
　

毅

　
　
　

松
田　

恵
子　

田
立
末
縫
子

【
飛
騨
】川
上　

義
則　

神
谷　

幸
江

　
　
　

小
井
戸
弘
子

【
岐
阜
】篠
田　

芳
郎　

村
田　

仲
彦

　
　
　

谷
上
伸
一
郎　

藤
井　

英
一

　
　
　

梅
田　

英
子　

佐
藤　
　

進

　
　
　

脇
原　

義
宏　

酒
井　

弘
次

　
　
　

金
森　

徹
雄

喜
　
寿（
77
歳
）

古
　
希（
70
歳
）

【
岐
阜
】野
浦　

輝
夫　

藤
井　

久
高

　
　
　

加
藤　

裕
司　

福
井　

計
廣

　
　
　

溝
口　

和
男　

浅
野　

行
雄

　
　
　

青
木　

雅
春

【
西
濃
】藤
田　

相
満　

久
野　

重
義

　
　
　

若
園　

秋
男　

丹
羽　

敏
夫

　
　
　

後
藤　

勝
義　

大
石　

敏
範

【
中
濃
】田
中　
　

充　

稲
垣　
　

進

　
　
　

小
池　
　

孝　

中
島　

常
雄

　
　
　

中
島　

薫
和　

有
賀　

和
幸

　
　
　

加
藤　

幸
則　

水
谷　

利
夫

　
　
　

土
田　

妙
子　

伊
藤
さ
と
み

【
東
濃
】谷
口　

茂
夫　

曽
我　

敏
秀

　
　
　

中
村　

敏
和

【
飛
騨
】田
中　

幹
夫　

加
藤　

久
博

　
　
　

打
保　

恵
子　

田
近
あ
け
み

賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
２
０
１
９
年
10
月
〜
12
月
）（
敬
称
略
）

（
２
０
１
９
年
９
月
〜
12
月
）

会
員
動
静（
敬
称
略
）

訃
　
　
報

【
西
濃
】高
橋　

輝
男　

細
野　

正
義

　
　
　

尾
崎　

正
孝　

北
村
美
恵
子

　
　
　

林　
　

正
弘　

谷
口　

洋
子

　
　
　

県　
　

健
次

【
中
濃
】藤
吉　

久
男　

藤
本
多
壽
子

　
　
　

天
池　

文
雄　

池
田　
　

治

　
　
　

勝
水　
　

剛

【
東
濃
】大
橋　

康
雄　

安
藤　

寛
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１０１歳を迎えて　「大塚　保さん」（岐阜）

１０0歳を迎えて　「赤枝　節さん」（飛騨）

　支部協主催の第１9回グラウンドゴルフ交流会が
１１月19日（火）、関市：中池公園グランドにおいて
開催されました。岐阜、西濃、中濃、飛騨地区協から
総勢64名が参加、絶好の天気に恵まれるコンディ
ションの下で８ホールを２回、計１６ホールで日頃の
腕前を競った。和気あいあいの中にも闘志みなぎ
るプレーがみられ、13名の方がホールインワンを
達成しました。
　男性と女性の部に分け、第４位の「岐阜賞（岐阜
主催）」や、今回から導入した各グループから1人
選出される「ラッキー賞」もあり、多くの方が受賞
されました。

　　　　　＜男性の部＞　　　　　　＜女性の部＞
優　勝：藤川宣運次さん（中濃）、伊澤ツル子さん（中濃）
準優勝：尾崎　　孝さん（西濃）、福井美佐子さん（中濃）
三　位：竹腰　昭彦さん（飛騨）、加藤　寛子さん（西濃）
岐阜賞：加納　　昇さん（岐阜）、木野　知子さん（中濃）

　２０２０年、私、「吉川さおり」にとって３期目の新たな年を
迎えました。改めてこの場をお借りして、昨年の夏の戦い、
皆さま方の絶大なご支援に心より感謝申し上げます。
　現在、私、「吉川さおり」はこれまで一貫して所属してい
る総務委員会は勿論、行政監視委員会および災害対策特別
委員会の筆頭理事として国会活動に邁進しています。総務
委員会では情報通信分野の健全な発展、さらには、そこで
働く仲間の皆様の環境整備に向けて取り組んでいます。今
年はＮＴＴ法改正案も国会に提出される見込みです。
　昨今、大きな自然災害が相次いでいます。私が初めて災
害対策特別委員会に配属された１３年前と災害の態様や被
害の状況は大きく変化しています。正しい実態把握の先に
対策や政策があるとの思いで私が委員会で指摘して、初め
て国として実態調査が行われたことは、非常用電源の把握
や自治体庁舎の浸水対策など多くあります。今後も委員会
質疑を通じて、国民の「生命・身体・財産」を守る取り組みを
強化していくとともに、昨夏の参院選を経て体制が強化さ
れた行政監視委員会の活動を通じて、一強多弱の議会構成
が続く中ではありますが、行政の不当・不適正な活動を国会
で質し、改善していく取り組みを地道であっても着実に重
ねてまいります。
　皆様に大きなお力を頂いてこの３期目の議席があるこ
と、そして、初心と原点と感謝の気持ちを常に胸に携え、こ
れからも活動してまいります。今後とも変わらぬご指導・ご
支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

　ＮＴＴ労働組合退職者の会・岐阜県支部協の皆さま、新年
明けましておめでとうございます！
　旧年中も、退職者の会の先輩方より、私の国政での活動
に対しまして、大変温かいご支援とご指導をいただき、誠に
ありがとうございました。特に昨年は、１２年に一度の選挙イ
ヤーでしたが、組織内・吉川沙織参議院議員の３期目の勝利
を勝ち取っていただいたことも含め、仲間たちが本当にお
世話になり、感謝の気持ちでいっぱいです。
　しかしその参議院選挙後、ようやく開催された秋の臨時
国会では、７年もの長きに亘って続いてきた安倍政権の奢
り、ゆるみ、歪みっぷりをまざまざと見せつけられました。政
権の中枢を担うはずの大臣が立て続けにお金の問題で辞
任したと思ったら、今度は安倍総理自身が、総理主催の公的
行事である「桜を見る会」を完全に私物化していた疑いが
発覚したわけです。それにもかかわらず、国会での国民に
対する説明責任を果たさず、最後まで逃げ回った姿は、無
惨だったとしか言いようがありません。
　結局、この７年間、安倍政権がスローガンとして掲げた
数々の政策や公約は、何一つ実現されていません。アベノ
ミクスは破綻して景気は後退し、１人当たりＧＤＰは世界２７
位にまで低迷し、国際競争力はなんと３０位にまで後退して
います。労働者の実質賃金は低下を続け、富裕層ばかりが
豊かになり、格差と貧困が拡大しています。これから始まる
通常国会には、年金・医療・介護で高齢者の皆さんにもさら
なる負担増・給付減を求める法改正が提案される予定です
が、これではますます老後の不安が増すばかりです。国民
の生活を守り、平和を子どもたち孫たちにつなげていくた
めにも、なんとしても安倍政治にストップをかけ、政治を国
民の手に取り戻す一年にしていかなければなりません。
　私もその強い決意を胸に、応援いただいている先輩方の
ご期待にお応えするためにも、引き続き力いっぱい国政に
邁進していく決意ですので、今年も皆さまのご支援・ご指導
をどうか宜しくお願い申し上げます！

第１９回グラウンドゴルフ交流会第１９回グラウンドゴルフ交流会

参議院議員

石橋みちひろ

参議院議員

吉川さおり
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日　時：1月18日（土）
　　　　9:00集合　9:30開会　15:30閉会予定
会　場：ワークプラザ岐阜 3階 大会議室
★競技種目：囲碁＝14名以上、将棋＝4名以上、

麻雀＝16名、Wii（ゲーム）＝10名程度
　　　　　 ＊Wiiの種目は当日発表
★参加対象者：退職者の会会員、現役組合員
◇各種目で上位表彰あり　◇参加賞、昼食付き
●申込は、1月15日（水）までに支部協へ
　☎058-265-4041（波多野、小野）

新春テーブルゲーム大会

●日　時　11月8日（金）～11日（月）
●会　場　岐阜市民会館 ２Ｆ 展示ギャラリー
●展示品　絵画、写真、水墨画、書、工芸、手芸　等
●出展数　110点（55名）
　昨年とほぼ同数の出展を頂き、また柴橋岐阜市長、
NTT岐阜支店長をはじめNTT退職者、近隣の皆様にご来
場頂き、作品の作り方に関するお尋ねもあり、有意義な交
流の場となりました。　　　　　　　　（伊藤幹夫／記）

令和元年度
NTT-OB会
 （岐阜地区）
　　美術展を開催

　現在、県下にはボランティアサークルが１８、趣
味のサークルが２７合わせて４５サークルが活動
中で、１１月にそれぞれの地区においてサークル
代表者との意見交換会を開催しました。
　会場やグランドの確保、新規会員の募集など
苦労話しもあるなか、活動を通じて“生きが
い”、“社会貢献への満足感”などもあり、メン
バーの生き生きとした姿に接することができま
した。
　サークル助成金については、今後も“活動状
況に応じたかたち”で継続していくこととした
い。

　大塚保さん(大正7年11月25日生まれ101歳)は、奥様と元気で、大塚文雄様(長男)夫
妻と同居され、週5日デーサービスに通っておられます。施設訪問時には入居されている
方々に習字の指導をされたり、詩吟を披露され楽しまれています。
　長寿の秘訣は「何がありますか、食事で好き嫌いはありますか」と問いかけると、「好き

嫌いは一切なく、鳥・肉等何でも美味しく頂いております。」又、晩酌は欠かさずやっていましたが、タバコは60歳
でやめられたそうです。
　大塚保さんは線路部門の大先輩で、若いころは大八車で木柱や竹梯子等を運搬、ケーブルは鉛被ケーブルで雨
が降ると故障が多発していた。その後、CCPケーブルへの更改、コンクリート柱・鋼管柱の導入等により、クレーン
車・穴堀建柱車・バケット車等が導入されてきた。
　線路設備の建設並びに維持・管理業務を遂行され、電電公社を昭和52年3月に退職され、その後は自治会役員
として繁忙な日々と庭木の手入れに力を注ぎ楽しまれておられました。
　災害復旧等で記憶に残っていることはありますか。問
いかけると、昭和51年9月に集中豪雨で伊自良川が氾濫
して自宅が床上浸水したが、仕事一途な大塚さんは、会
社に出勤して長良川決壊による通信設備の被害状況把
握等で、自宅に居なかったそうです。　
　突然訪問させて頂きましたが、終始笑顔で応対して頂
き、又帰宅時には玄関まで立ち上がって見送り頂き感激
しました。　　　　　　　　　　　（古川　修武／記）

　おかげさまで１００歳を迎えることができました。
　ありがたいことに病気もなく元気に過ごしております。
　特に心掛けていることは、魚や肉（やっぱり飛騨牛）を良
く食べ、よく笑うことで健康に気を付けています。

　お嫁さんや孫に連れて行ってもらう温泉や週に二回のデイサービスなどあります
が、なにより曾孫に会えることが楽しみです。
　今までもこれからも支えてくださる皆さんに、「ありがとうございました」と感謝
したいです。これからも元気で長生きできるように頑張ります。　

ボランティア＆サークル
代表者意見交換会

ボランティア＆サークル
代表者意見交換会

「友情」発行100号記念・特別寄稿


